




令和３年度日本造園学会関西支部大会（京都）  
 
 
開催月日：令和 3 年 10 月 30 日（土）～31 日（日）  
開催場所：Zoom 及び日本造園学会関西支部 HP によるオンライン開催（コンテンツは当

日までに順次公開予定）  
https://www.kansai.jila-zouen.org/ 
 ※Zoom ミーティングへアクセスするための機器（パソコン，スマートフォン，タブレッ

トなど）ならびに通信環境は各自でご準備ください。  
 
＜第 1 日目＞10 月 30 日（土）  
13:00～17:00 オンライン講演会・討論会  
会場：支部 HP から Zoom へアクセス  
テーマ：“「京（みやこ）の雨庭」都市環境の向上とグリーンインフラの活用に向けた古都

京都の取り組み”  
京都では古くから庭園や大路小路，路地などの通りをはじめ，街なかに雨庭の機能の環

境がありました。そういった中，近年における洛中内外の場で雨庭の機能に着目した公共

の空間が出来つつあります。本講演と討論は，そういった古都京都における雨庭の取り組

みから，未来へ向けた環境と文化の街の在り方を探ります。  
・講演  温故知新の雨庭グリーンインフラ  森本幸裕（京都大学名誉教授）  
・報告 1 雨庭整備・京都御苑間之町口を事例に  茨木正（茨木春草園）  
・報告 2 京都の雨庭設置に向けた意義と取り組み  岩村謙次（京都市）  
・報告 3 事例から見るより効率的な雨庭機能を持つ空間  柴田昌三（京都大学大学院）  
・討論会  
コーディネーター：柴田昌三（京都大学大学院）  
コメンテーター ：阿野晃秀（京都先端科学大学），岩村謙次（京都市），茨木正（茨木春

草園）  
趣旨説明・司会 ：福井亘（京都府立大学大学院）  
 
13:00～17:00 研究・事例発表（ポスター発表）  
会場：支部 HP（コメント欄での質疑応答，意見交換）  
 
＜第 2 日目＞10 月 31 日（日）  

9:30～  9:35 開会宣言（以下，支部 HP から Zoom へアクセス）  
9:35～10:35 研究・事例発表セッション 1（口頭発表）  

10:45～11:45 研究・事例発表セッション 2（口頭発表）  
11:55～12:40 研究・事例発表セッション 3（口頭発表）  



12:40～14:00 昼食  
14:00～15:00 研究・事例発表セッション 4（口頭発表）  
15:10～16:10 研究・事例発表セッション 5（口頭発表）  
16:20～17:05 研究・事例発表セッション 6（口頭発表）  
17:10～17:40 総会  
 
9:30～17:00 研究・事例発表（ポスター発表）  
 ＊会場：支部 HP（コメント欄での質疑応答，意見交換）  
 
関西支部賞：結果を日本造園学会関西支部ホームページにて後日発表  
 
参加費用：  
10 月 30 日（土）：オンライン講演会・討論会：無料  
※どなたでもご参加いただけます。  
10 月 30 日（土）・31 日（日）：研究・事例発表会（口頭発表・ポスター発表）  
 （一般）2,000 円 （学生）無料  
※非会員の方もお申し込みいただけます。  
 
支部大会全般の問い合わせ先：  
令和 3 年度  日本造園学会関西支部大会（京都）実行委員会（窓口担当：福井亘）  
京都府立大学大学院生命環境科学研究科ランドスケ―プ学研究室  
電話・FAX：075-703-5436 E-Mail：wfukui @ kpu.ac.jp 
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和歌山市における郊外戸建て住宅団地内外のオープンスペースに対する居住者意識 

○三宅毅和 1、松尾薫 2、武田重昭 2、加我宏之 2 

1 一般財団法人大阪府公園協会 2 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科  

 

1.研究目的 郊外の戸建て住宅団地は、階層的なオープンスペース(以下、OS）体系を持た

ず、小さな公園が点在するに留まっているケースが多い。一方で、団地周辺には山林や農

地、社寺等、その土地固有の OS が多様に存在する。本研究では和歌山市の郊外戸建て住

宅団地内外の OS形態の違いとそれに対する居住者意識を捉え各種の OSの役割を探った。 

2.研究方法 調査対象は、本市の第一種低層住居専用地域から、戸建て住宅団地 12 団地を

抽出した。調査の第 1 段階として、各団地の開発特性を航空写真(1961〜2020 年)、地形分

類図(1974 年)、2025 年推計人口等を用い、各団地の開発年代、規模、地形、高齢化率を把

握した。団地内 OS 特性は、現地調査(2018 年)とゼンリン住宅地図(2018 年)等を用いて、

公園や空き地（菜園等利用、駐車場、未利用）を把握した。団地外 OSは、航空写真(2015~2018

年)等を用いて団地から 1km 圏域の山林、農地等の 8 種類の分布と面積割合を調査した。

調査の第 2 段階として、居住者の OS に対する意識を把握するために、団地内外 OS の形

態が異なる 5 団地（紀の川台・磯の浦・西・木ノ本・紀伊）を対象に、2020 年 11 月に郵

便留置方式によるアンケート調査（有効回答数・率：272 票・28.0%）を実施した。調査で

は、よく見る、大切に思う、よく利用する、利用意向がある OS とその利用希望を尋ねた。  

3.開発特性と団地内外 OS 特性 【開発特性】開発

年代は、1970 年代が 7 団地と多く、80 年代以降も

4 団地ある。開発規模は 10〜20ha と小規模な団地

が 6 団地と多い。地形は小起伏山地に位置する団地

が 9 団地と多く、扇状地性低地に位置する団地も 3

団地ある。2025 年推計の高齢化率は 30%以上が 10

団地と居住者の高齢化が加速化する状況にある。【団

地内 OS 特性】公園は約 3%以上整備されている団地

が 3 団地に限定され、開発規模の大きいふじと台で

6.8%あるものの、紀の川台は 3.9%、磯ノ浦は 2.8%

と小さい。空き地は、開発中のふじと台で 18.2%と

多く、その他の団地では紀伊、磯の浦の 2 団地が 10

〜15%、西等の 5 団地で 5〜10%で発生している。

中でも空き地の菜園等利用が少なからず確認でき、

紀伊 1.4%、磯の浦 1.6%、西 1.2%と確認できる。【団

地外 OS 特性】磯の浦、西、木ノ本、紀の川台等の

8 団地は、山林が約 4〜7 割と多く、農地も存在して

いる。一方、紀伊や川永は、農地が 4〜5 割を占め山

林が 1 割弱となっている。また、全ての団地の周辺
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図 1 団地内 OS の面積割合 

図 2 団地外 OS の面積割合 



にため池や河川・水路、社寺が存在し、加えて西や川永では紀ノ川、磯の浦や紀三井寺で

は海が近くにあるなど、団地外には自然系 OS が豊かである。 

4.団地内外の OS に対する意識 【団地内 OS】団地内の公園は、各団地に共通して日常的

な利用は 3〜4 割程度に留まっているものの、よく見るが約 7〜9 割、今後の利用意向は約

5〜7 割と高く、利用希望として散歩や運動、憩いに加えて子どもの遊びが多くあげられた。

身近な空き地は、各団地に共通してよく見るが 4 割以上を占めており、特に、磯の浦が約

7 割と高い。菜園利用は、よく見るが紀伊や磯の浦で約 4 割と他の団地と比較して高く、

利用意向は各団地に共通して 2 割強となっている。【団地外 OS】周辺の公園は、団地外に

存在する西や磯の浦、木ノ本で利用意向も約 5 割と高く、散歩や憩いに加えて運動を希望

する居住者が多い。山林は、周辺に山林が多い紀の川台などの 4 団地でよく見るが約 8〜

9 割と高く利用意向も約 4〜5 割と高く、散歩があげられた。一方、農地は、周辺に農地が

多い紀伊や西、木ノ本でよく見るが約 6~7 割と高いものの、利用意向は全ての団地に共通

し 2 割前後に留まっている。周辺の社寺は、よく見るが紀伊で約 7 割と高く、利用意向も

約 5 割と高く、散歩が中心である。紀ノ川は、よく見るが紀ノ川に近い西に加え、紀の川

台、紀伊で 6〜7 割と高く、利用意向も 3〜4 割強と他の団地と比較して高く、紀の川台や

西では運動、散歩、憩い、紀伊では子どもの遊びもあげられた。海は、よく見るが海の近

くの磯の浦で約 5 割と高く、利用意向も約 6 割と高い。 

5.まとめ 以上のことから、郊外住宅団地の身近な公園は、居住者の高齢化に伴い現在の

利用は少ないが、居住者の散歩や運動、憩いの場や子どもの遊びの場としての利用希望が

多く、団地居住者にとっての拠点となる OS としての役割を担うことが求められる。団地

内の空き地をよく目にする居住者も多く、空き地を菜園利用や市民緑地としての活用など、

空き地を身近な公園の利用を補完するスペースとして活用できるものと考えられる。周辺

の大きな公園は、散歩や運動等の団地内の小さな公園ではできない動的なレクリーション

への対応が求められている。郊外の戸建て住宅団

地には、団地ごとに固有の OS が団地外に存在し

ており、中でも山林や紀ノ川、海は、居住者がよ

く目にする OS であるとその利用意向が高まる傾

向にあり、団地外に大きな公園がない場合には、

散歩や運動、憩いといったレクリエーション機能

を補完する役割が求められる。一方、平地に位置

する団地では、周辺に農地が多く、居住者はそれ

をよく目にしているものの生産の場としての認

識が強く利用意向は少ない。ここでは社寺といっ

た旧集落との繋がりをもつ OS が団地外での散歩

の拠点としての役割を担うことが希望されてお

り、それらを繋ぐウォーキングルートの設定も重

要な取り組みである。 
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まちにおける「場所性」の空間特性と更新方法の提案について研究 

○藤澤忍 1 

1 滋賀県立大学大学院環境科学研究科  

 

1.研究目的 まちでは持続可能や効率化の追求により再開発が行われている転換期にあ

る一方で、道に草木が生えている事象などの場所の履歴である「場所性」が失われている。

しかし、まちには日常生活の中でつくり出された景観、空間が多く存在するため、まちづ

くりでは場所の履歴と向き合うこと、「場所性」を活かした更新方法が必要である。  

本研究では、まちづくりでの共有可能な知が必要という考えから、観察する中で「場所性」

がどのような空間なのかを明らかにすることを第一の目的とする。また、まちづくりの手

法として、まちに繰り返し現れるものを活用する方法論を提示した『パターン・ランゲー

ジ』があるが、一般的に良いとされるものを普遍化することによって「場所性」を消して

しまうことを容認することとなり、機械的にその場を捉えていることに対して、更新に関

わる者が数多くの空間を記録して「場所性」を学び、ありのままの姿、即興という立ち位

置で更新方法を模索することを第二の目的とする。 

2.研究方法 「場所性」の類型化と「場所性」の更新

方法の２段階にわけ、自身を被験者として空間経験と

蓄積を行い、更新方法の提案を行っていく。「場所性」

の類型化では、場所の履歴は場所によって異なり、類

型化を行うには難しいが、その場が道路に位置すると

いった共通点、その場に椅子があるといった類似点が

あると考えられ、そこから行うことが可能であろう。

そこで、現地でフィールド観察を行い、街路空間を中

心とした目にとまるものや印象に残るものを写真で収

集し、空間要素ごとに分解することで、そのような共

通点や類似点をとらえ、類型化、どのような空間なの

かを明らかにしていく。「場所性」の更新方法では、空

間のありのままをとらえるため、現地でその場その時

の状況を把握し、反映した設計をする「即興設計」を

行う。その結果、類型化によって明らかにされた空間

特性ごとに更新方法を探ることができるであろう。 

3.「場所性」の類型化 フィールド観察では

神奈川県全域、32 市町村、横浜市の 18 区を

含めた計 50 地域を調査対象とし、現地にて

印象に残った約 3,500 ヶ所の写真を収集し

た。収集した写真を空間要素ごとに分解して

いくと、２種類の要素が抽出された。階段や

図−１ 研究の枠組み 

図−2 空間要素の分解図 

 



壁といった空間を構成する要素

と、鉢植えや柵といった場所の現

状によって形状や位置が変化する

要素である。前者はいずれの場所

にも見られた要素であり、後者の

存在がその場所の印象を強め、写

真として収集するに至る要因とな

った。また、住民が配置したもの、

もしくは意図せずに存在するもの

であり、営みの中で築きあげられた履歴、「場所性」だと考えられる。したがって、「場所

性」は、階段や壁などの「土台」に付属する形で存在するといえる。その結果「場所性」

の類型化では、「土台」を 11 項目に分類し、もの、配置形状、状態の類似点から図−３のよ

うになった。 

4.「場所性」の更新方法 現地でのフィール

ド観察で印象に残ったものに対して、その場

を活かすという観点から図−4 のように「即

興設計」を行なった。空間要素ごとに分解し

ていくと、設計に対して 2 パターンに分け

られた。「場所性」を強調するように最小限

の操作を加えた場合と、「場所

性」の空間を活かしていくために

付加した場合である。その要因と

して「場所性」の受け止め方が、

そのままの状態を良いと思う場

合、良いとするが不足していると

思う場合があり、前者は強調、後

者が付加によって更新するための

設計が行われている。これらの

「即興設計」されたものを「場所

性」の類型化に当てはめると、各「場所性」の更新方法が図−5 のようになった。 

5.研究結果 本研究では、『パターン・ランゲージ』の普遍化とは異なり、ありのままの姿

を捉えるために自身を被験者としてフィールド観察から「場所性」の収集、空間分解によ

る「場所性」の空間特性を明らかにし、「即興設計」によって更新方法を提案した。しかし、

今回の場所の蓄積や経験数が即興という立ち位置での更新方法の構築に効果があったのか

は、短期間では限界があり、さらに長期的な調査及び空間の蓄積、経験数が必要である。  

今後の課題としては、場所の蓄積や経験はもちろん、類型化された「場所性」の空間特性、

「即興設計」による更新方法が他の場所でも当てはまるなのかを検証していく必要がある。 

図−3 「場所性」の類型化の一部 

 

図−4 「即興設計」 

 

 

図−5 「場所性」の更新方法の一部 

 



紀の川市「野あそびの丘」の設計・施工 

○若生謙二 1、若宮幹夫 2、稲口義幸２ 

1 大阪芸術大学 2 ㈱ジャクエツ 

 

1.はじめに  

 2021 年８月 1 日、和歌山県紀の川市市民公園に、周囲の自然景観と一体化させた自然遊

び場「野あそびの丘」がオープンした。「野あそびの丘」は、いくつもの大小の起伏に遊具

を複合的に配することで、野山で遊ぶ感覚になる新たな自然遊び場である。 

 2004 年に国土交通省による「都市公園における遊具安全確保に関する指針」が出された

後、都市公園の安全確保と維持管理計画が進められてきた。それに伴い、「安全な公園」へ

の意識が進む一方で、整地された平坦地に大型の複合遊具を配するだけの画一化された公

園の遊び場が急速に広まるようになった。しかし、そこからはかつてのような子どもたち

の歓声が聞こえているであろうか。他方、自然のエリアには子どもたちは入りにくくなり、

子どもたちが野山で遊ぶ姿を見かけることは稀になった。 

 身近な公園の遊び場の画一化は、わが国の子どもたちの想像性を育む心を妨げることに

つながる。そのため、子どもたちが土や植物に触れ、かけ回ることで、豊かな心と身体を

育む場を設けることが求められる。紀の川市の敷地の周辺は、自然環境に恵まれており、

独創的な自然遊び場の実現が可能である。そのような考えのもとに、本自然遊び場の設計・

施工に取り組んだので、その考え方と経緯を紹介する。 

 

2.「野あそびの丘」の考え方  

 公園の敷地から南東を眺めると、龍門山のゆるやかな山脈が広がり、その下には紀の川

が流れる。この美しい風景を取り込み、野山をかけるような自然遊び場をつくることを目

指した。入り口から入ると、奥には３ｍ程の大きな丘と少し小さな丘が配され、背景の龍

門山の山並みと重なる。いくつもの起伏を設けて、木陰となる木を配し、周囲の自然景観

と調和させる。起伏の丘に複合遊具を連ねて配することで、野山で遊ぶ感覚になる。遊具

の配色は彩度を抑えて、周囲の景観と調和させ、複合遊具の遊び場と周囲の自然景観を一

体化させる。 

子どもたちは起伏がすきである。起伏はすべての遊びの要素の源である。先に何がある

のか期待感をもちながら、地形の変化に連動して、高低差を移動する遊具を配することに

なるので、足腰や筋力としての調整力が鍛えられ、丘をこえると次々に現れる遊具に、子

どもたちは息もつかさず遊びにふける。ここでの遊びは親子で山登りをするように、子育

て世代には、絆を深める場となる。この遊び場での体験は子どもたちにとって、紀の川市

を誇りに思う、記憶に残る原体験となることであろう。 

登る、滑る、ぶら下がる、跳ぶ、潜る等の遊びの場に、階段等はなく、釣り梯子や釣り

ロープで登る試練をこえた後にのみ遊ぶことができる。３ｍの丘の上には、トランポリン

があり、登った者だけが飛び交うことができる。更なる試練をくぐって登った中央の丘に



は、高さ８ｍの龍門の砦と呼ばれる塔がある。紀の川を眺めることのできるこの塔は、布

製のネットで覆われており、自由に飛び跳ねることができ、ここからは滑り降りるいくつ

もの路がある。 

これまでの他の公園の遊具にはない独創的な要素である、心に訴える遊びがある。一人

だけでものを考えたい瞑想のテント、二人以上で操作をしないと遊べないゴンドラ遊びで

は、遊具を通じて見ず知らずの子供たちも自然に遊び仲間になることができる。また、子

どもたちの多感な心にも響く場として、少し奥まった場所にある伝声管で、丘の向こうの

あこがれの人に想いを告げる「告白の小径」なども配している。遊び場は６才以上の「童

の遊び場」と５才未満の「稚児の遊び場」とし、両者のその境界にはトキワマンサクの生

垣を設けた。生垣には３か所の穴が空けられており、子どもたちが潜り抜けて移動できる

ようにしている。稚児の遊び場には、音を楽しむ楽器を置いている。 

 

3.施工  

 ８月末の計画立案から 12 月に詳細設計を終え、翌年 1 月から 3 月末にかけて地盤造成

から盛り土の形状の確認、遊具の搬入と施工、植栽等の施工を行った。盛り土の形状では

奥の龍門山とラインがシンクロナイズするようにした。遊具の心材は鉄であるが、外装に

は和歌山県産の杉材を配して、利用者が熱伝導率の高い鉄には触れることのないようにし

た。また、遊具の色彩は、背景の山並みとあわせたアースカラーを基調として、利用者の

色彩感覚を養うことをめざした。緑陰樹としてエノキを配し、ハナミズキ、ネムノキ、キ

ンモクセイ、モモなどを配した。地被には芝を用い、４か月間の養生を経て、公開した。

利用者の目に入る丘の斜面には、ヒメシャガ、ツワブキ、ウインターコスモス等の地被類

の他、ヤマブキ、シモツケ、ウツギ、ヤマハギ等の低木を配して、野山の花を楽しみなが

ら遊ぶ場とした。また、トイレには身近な植物で遊ぶ方法を描いた絵を掲示している。 

 

4. おわりに 

安全な公園を目指すという動きの中で、わが国の公園の遊具は、鉄とプラスティックで

彩度の高い色彩のものがあふれるようになった。確かに安全基準は満たしているであろう

が、ここにはいくつかの問題点がある。一つは多くの遊具に用いられている鉄とプラステ

ィックは、熱伝導率が高く，夏期に高温となることであり、実際には手がふれると暑いこ

とから、利用が手控えられるという動きも見られている。脱プラスティック社会を目指す

動きからも、子どもの遊び場でのこれらの素材の利用の再検討が求められる。二つ目とし

て、彩度の高い原色の色彩を子どもの遊び場に広めることは、感性の育成期である子ども

の成長にとっても再考を要すると考えられる。 

地域のランドスケープと連動した「野あそびの丘」は、遊ぶ体験を通じて、地域の自然

を知り、色彩感覚を養い、筋力としての調整力を育み、共同で遊ぶこと、自身で考えるこ

となどの力を養うことを目指している。定型化しつつあるわが国の遊び場とは異なる、新

たな遊び場の潮流を生みだすことを願うものである。 























ことで，水や人を惹きつけるウォータースケープの表現やそのデザインプロセスの特徴を

考察することである。 

「SKETCHBOOKS OF LAWRENCE HALPRIN」（プロセスアーキテクチュア刊，1981）内でウォ

ーターケープがデザインされている「ポートランドの広場」「フランクリン・デラーノ・ル

ーズベルト・メモリアル」「リーヴァイプラザ」の 3 つのプロジェクトのスケッチからハル

プリンの設計手法，言葉，水流の線を分析する。 

 

P15 「環境要素」と「人の滞留行動」の関係からみる水辺の空間分析  
○佐々木美佳（滋賀県立大学）  

自然のうつろいへ人々の意識を導く都市の水辺は，人々の癒しや喜びを支える重要な場

所となり，都市生活者が真に水辺らしさを享受できているかどうか，人間五感に訴える次

元での検証は今後の水辺整備の鍵となる。大津市街地に隣接した琵琶湖岸を敷地に，水，

風，光，音，匂いなどの複数の「環境要素」とそこに居る人との関わり合いを可視化する

ツールを用いて，滞留者のふるまいがどれほど環境と呼応しているか 167 のふるまいの事

例を分析した。水辺を歩き，ツールを通して五感を駆使しながら環境と人の関係性を見つ

め，課題を感じ取ることで，水辺に集う他者に想いを馳せ，まちの水辺を生かすためのヒ

ントを見出す手段となることを示す。 

 

P16 プランター型屋上緑化における導入植物の植被率ならびに成長に影響する環境要因

の推定  
○河野遼人・小宅由似（香川大学）・岡部渉（両備住宅株式会社）・山本高広（香川大

学）・増田拓朗（香川大学名誉教授）  
近年，都市部で問題視されているヒートアイランド現象の対策として，屋上緑化が広く

実施されており，建築物の積載荷重制限および維持管理の課題解決のため開発が行われて

いる。その中でもプランターを用いた屋上緑化は，従来の屋上緑化に比べ緑陰面積当たり

の必要土壌量が少量で済む一方，乾燥リスクが高くなるというデメリットが考えられる。

香川県が属する瀬戸内地域の温暖少雨な気候条件下では，他の地域に比べ乾燥リスクが高

いため，特定の気候条件下での植被率に影響する環境要因について検討する必要がある。

本研究では，プランターを用いた屋上緑化試験を行い，導入植物の植被率と土中温度・水

分量，屋上の温湿度の測定を行う。  
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